
【取組内容①】 「クラウドを活用した教育委員会との連携」

仙台市立錦ケ丘中学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-1

【概要】
個別最適な学びや協働的な学び、情報活用能力の育成に向けた授業づくりについて、GoogleChatやドキュメ
ントの共有機能、Meetを組み合わせ教育委員会の指導主事と相談しながら実践した。

チャットを使って、日々の授業づくりについて
相談を行った。詳細を詰める際には、チャット
内で日程の調整を行い、Meetとドキュメントの
共有を併用してより綿密な相談を行った。

授業の流れや手立て、使用するツールなどにつ
いてドキュメントに書き出したものを共有し、
Meetで会話しながら、直接入力。

より詳しく、迅速に授業づくりについて相談できて充実した実践につながる。
チャットやMeetを使用することで、本来であれば資料のやり取りや行き来する時間も含め、時間がかかったり、日程
の調整が難かったりする場面で、適時より細やかな相談を行うことができた。共有したドキュメント内に授業の流れ
が出来上がっているのでそのまま実践に活用できた。



【取組内容①】 「クラウドを活用した活動の振り返り」

仙台市立錦ケ丘中学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-2

【概要】
生徒一人一人の考えや意見、感想等を、Jamboard・Googleフォーム・テキストマイニング等を用いて可視化、
分析するとともに意見を共有し、改善点を明らかにして目標の設定に生かす。

実践例：２年学活「より良いクラスにするためには？」

可視化された分析結果をも
とに、班ごとに、「理想の
学級」のキーワードを出し
合い、グループ化

「より良いクラスにするためには、具体的にどこを
どのように改善し、実践していけばよいのか」につ
いて、これまでの分析結果をもとにジャムボードを
活用して意見を共有しながら班で話し合い、他者の
意見を参考にしながら自身の目標を設定

一人一人がGoogleFormsに
入力した「クラスの良い点
や課題点」をスプレッド
シートに出力し、テキスト
データを作成

テキストデータをテキスト
マイニングで分析



【取組内容②】 「クラウドを活用した分散型学年授業」

仙台市立錦ケ丘中学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-3

【概要】
大規模校では、学年（全校）児童生徒が集まれる場所は限られる。そこでMeetを活用し、生徒が自席で集
中して講話を聞くことのできる環境を構築。様々な場面で実践している。

実践例①「職業講話（仙台自分づくり教育）」

（講師がいる）メイン学級では、２台の端末を準備し、それぞれ会
議室（Google Meet）を立ち上げ、講師と資料を別々に配信する。

（講師のいない）サブ学級では、２台のMeet用のモニタを準備し、
端末を接続して、講師と資料をそれぞれの映す。資料を映したmeet
には生徒も接続できるように設定し、手元でも資料を見ることがで
きるようにする。

実践例②「出前授業（生涯学習部文化財課）」

事前のアンケートで収集したテキストデータをテキストマイニング
で分析した結果を示し、他のクラスの生徒の考えに触れる。

メイン学級から配信するだけではなく、サブ学級と双方向でやり取
りをし、意見の発表や質疑など、全クラスで、意見交換や考えの共
有ができた。



【取組内容③】 「クラウドを活用した各種実行委員会の活動」

仙台市立錦ケ丘中学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-4

【概要】
各行事の実行委員ごとにクラスルームを設定し、機能を活用することで、より充実した効率的な組織運営が
できるように工夫した。

実践例① 文化祭実行委員

資料の共有、日程の調整、簡易的な相談などにクラスルームを
活用した。また、調整した日程で夏季休業中も学校に集合せず
に打ち合わせや動画の共同編集を行った。

実践例② 修学旅行実行委員

クラスルームで資料の共有。ドキュメントでしおりやおたより、
ルールづくりを共同編集で作成した。

充実した効率的な組織運営
実行員会の運営にクラスルームを活用することで、情報の共有をより簡単に行えるようになり、集まる回数が減少し、
内容の充実した制作物の作成につながった。



【取組内容④】 「フォームによる学校行事の振り返りと評価」

仙台市立錦ケ丘中学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-5

【概要】学校行事の振り返りを効率よく行うためにフォームを活用している。フォームを活用することで、
アンケート結果をその場で生徒に提示することができる。集計が容易なため、年度末の学校評価にも活用で
きる。

学校行事の後、生徒・教職員にフォームで
アンケートを実施する。生徒のアンケート
は朝の会や朝学習の時間を用いて実施でき
る。

アンケート結果は即時集計されるので、授業にそのまま用いたり、保護者向け、コミュニテ
ィスクール・PTA向け、教職員向け、など用途に合わせて編集する。特に教員向け資料は年度
末の学校評価で活用し、次年度の行事の在り方について議論する資料となる。


